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編
　
集
　
後
　
記

　
第
五
〇
巻
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
巻
は
、
論
文
二
本
に
加
え
、『
早
稲

田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
纂
事
業
の
成
果
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記

録
、
座
談
会
と
聞
き
取
り
の
記
録
な
ど
を
掲
載
し
、
重
厚
な
一
冊
と
な
り

ま
し
た
。

　
中
嶋
久
人
氏
に
よ
る
論
文
は
、
田
中
正
造
ら
の
反
対
運
動
を
早
稲
田
大

学
の
学
生
・
関
係
者
が
支
援
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
足
尾
鉱
毒
事
件
に
つ

い
て
、
早
稲
田
大
学
と
の
関
係
に
改
め
て
光
を
当
て
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

百
五
十
年
史
編
纂
委
員
兼
編
纂
専
門
委
員
で
も
あ
る
沖
清
豪
氏
の
論
文

は
、『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
三
巻
を
見
据
え
た
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
本
巻
収
録
の
「
総
論
」
に
続
き
、「
各
論
」
を
ご
寄
稿
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　
二
〇
一
七
・
一
八
年
は
、
大
山
郁
夫
の
帰
国
・
復
職
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
七

〇
年
目
に
あ
た
り
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
黒
川
み
ど
り
氏
を
お

招
き
し
て
の
「
早
稲
田
学
」
公
開
講
座
と
、
秋
季
企
画
展
と
い
う
二
つ
の

行
事
で
、
大
山
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
記
録
を
収
め
た
本
巻
は
、

「
大
山
郁
夫
特
集
」
と
い
う
側
面
も
有
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
第
五
〇
巻
の
節
目
を
迎
え
た
本
巻
に
は
、
創
刊
号
か
ら
の
総

目
次
を
収
録
し
ま
し
た
。

　
末
筆
な
が
ら
、
本
巻
編
集
に
当
た
っ
て
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た

み
な
さ
ま
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

（
編
集
担
当
│
記
）

執
筆
者
紹
介
（
五
〇
音
順
　
肩
書
き
は
執
筆
時
）

沖お
き

　
　
清き
よ

豪た
け

　
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授

大お
び
な
た

日
方
　
純す
み

夫お

　
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授

早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長

木き
の

下し
た

　
恵け
い

太た

　
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
嘱
託

黒く
ろ

川か
わ

　
み
ど
り
　
静
岡
大
学
教
授

嶌し
ま

田だ

　
　
　
修お
さ
む　
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
助
手

田た

中な
か

　
智さ
と

子こ

　
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
常
勤
嘱
託

寺て
ら

﨑さ
き

　
昌ま
さ

男お

　
東
京
大
学
・
立
教
大
学
・
桜
美
林
大
学
名
誉
教
授

中な
か

嶋じ
ま

　
久ひ
さ

人と

　
小
金
井
市
史
編
さ
ん
委
員

廣ひ
ろ

木き

　
　
　
尚た
か
し　
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
講
師（
任
期
付
）

湯ゆ

川か
わ

　
次つ
ぎ

義よ
し

　
早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
教
授


